
第 2回 歯 科 衛 生 研 究 会

平成 6年 12月

講 演 抄 録

日  時 / 平成 6年 12月 8日 (木)午後 5時30分

会  場 / 日本歯科大学新潟短期大学 331教室

日本歯科大学新潟短期大学



実行委員会 :

委 員  長  夏野徹也

企画運営委員  戸嶋美和、藤田純子

庶務連絡委員  吉Ei晶子、長島直子、佐藤治美
事務担当委員  石田八郎

【一般講演 0講演者の方へ】
1)使用できるプロジェクターは1台です。

2)ス ライドはすべて研究会開始20分前までに受付にお渡し下さい。
3)ス ライドホルダーは受付でお渡しします。

4)講演の割り当て時間は10分 (予鈴 9分……青ランプ、終鈴……赤ランプ)、 :

討論時間は2分です6

5)その他のお知らせ事項は当日受付で致します。
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第 2回歯科衛生研究会プログラム

平成6年 12月 8日 (木)17時 30分～18時 18分
日本歯科大学新潟短期大学 331教室
〔講演時間lo分、質疑応答時間2分〕

【開会の辞】

〔17:30～ 17:42〕
1.本学学生における刷掃動作の比較

<刷掃指導教育を受けた学生 (第 1学年)と 受けない学生 (第 2学年)と の比較>
新潟短期大学 ○片野志保、小野典子、

戸嶋美和、吉田晶子、
長島直子、佐藤治美、
小倉英夫

〔17:42～ 17:54〕
2.走査電顕による歯頚部エナメル質表面の微小形態の観察

新潟短期大学 ○高橋正志、佐藤治美、
長島直子、吉田晶子、
戸嶋美和、荒井 桂

新潟歯学部・口解I  小林 寛

〔17:54～ 18:06〕
3.歯科用ユニット給水系の汚染微生物

新潟短期大学 ○戸嶋美和、吉田晶子、
長島直子、佐藤治美、
夏野徹也

〔18:06～ 18:18〕
4.有病高齢者ダイランチン性歯肉増殖症のプラークコントロール

新潟歯学部附属病院 0歯科衛生科 ○鈴木 泉、内田美江、
沢栗典子

新潟歯学部・歯周  富井信之

【閉会の辞】



本学学生における刷掃動作の比較
<刷掃指導教育を受けた学生 (第 2学年)と 受け

ない学生 (第 1学年)と の比較>

○片野志保、小野典子、戸嶋美和、吉田晶子、
長島直子、佐藤治美、小倉英夫 (新潟短大)

[研 究 目的]

プラッシング指導は歯科保健指導教育の中
で重要なテーマのひとつでぁるが、プラッシ
ング指導教育による刷掃動作の変化について
検討 した報告は、ほとんど見あたらない。こ
れは、今までに刷 l予 動作の基本的構成要素を
評価する試みがあまり行われず、具体的な比
較も困難であったためと考えられる。

本研郷の目的は、前回戸嶋 らにより報告さ
れた方法を用いてブラッシング指導を受けた
ものと受けないものの刷掃動作を比較 し、プ
ラッシング指導教育によって刷掃動作がどの
ように変化するかを検討することである。
[実 験方法]

被験者には、今年度の本学学生のうち、矯
正装置を装着せず、叢生のない第 1学年 28
名と第 2学年 30名 を選定 した。第 1学年に
ついては、プラッシングに関する保健指導教
育が行われていなしヽ 5～ 7月 に、また、第 2
学年については、保健指導教育が終了した 4
～ 5月 に実験を行った。刷掃動作の解析は、
ビデオ画像とス トレイングージを用いる方法
により行い、これにより上下預の中切歯、第
1小 臼歯、第 1大 臼歯の 6歯 について 1)刷
掃時間, 2)刷掃回数, 3)刷掃ス トローク,4)プラシカを測定 した。さらに、刷掃時間、
刷掃ス トローク、刷掃回数か ら振動数と刷掃
速度を求めた。
[結 果 ]

プラ ッシング指導の教育を受けた 2年生と
受けていない 1年生の間では、以下の有意差
が認められた。
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3)刷 l予 速度は 2年生の方が遅い。
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走査電顕による歯頚部エナメル質表面の微小
形態の観察

○高橋正志、佐藤治美、長島直子、吉田晶子、
戸嶋美和、荒井 桂 (新潟短大)、

小林 寛 (新潟・解 I)

走査電顕による歯頸部エナメル質表面の微小形態の
観察

○高橋正志、佐藤治美、長島直子、吉田品子、
戸嶋美和、荒井 桂、小林 寛

°
(新潟短大、

新潟・口解 I° )

[目 的]歯石付着の場となる歯頸部エナメル質の
表面形態の特徴を明らかにし、エナメル質の組織構
造との関連について検討することを目的とした。

[材料と方法]材料として、抜去後、ただちに10
%中性ホルマリンで固定された各歯種のヒトの永久
歯を使用 した。歯頸部のエナメル質表面の微小形態
を観察するために、標本を水洗、アルコール脱水 し、
臨界点乾燥を行ったのち白金蒸着を施 し、s-800型
走査電顕 (日 立)で観察 した。標本の一部は、唇
(頬 )舌側面および近遠心面の申央部を通る縦断研

磨標本を作製 し、偏光顕微鏡で観察 した。その後、
同一標本のエナメル質の接線方向の研磨面を作製 し、
10%NaOClで 1時間処理後、0.05N IIClで 45秒 間腐
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Lメ ル質の組織構造との関
連を、同様にして走査電顕で観察 した。
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は、大臼歯・小臼歯よりも切歯で多く出現 し、切歯
では唇側面・舌側面よりも隣接面、特に近心面で最
も多く出現するという傾向がみられた。歯頸部めェ
ナメル小柱の断面の形態の乱れも、大臼歯・小臼歯
よりも切歯で強 く、また唇側面・舌側面よりも隣接
面、特に近心面で最 も強いといぅ傾向がみられた。エナメル突起の表面は、大部分の標本では、中央部
で滑面を形成 していたが、最先端部や周縁では鱗状
構造を呈 していた。
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1間 には密接な関連がある
ものと考えられる。歯胚の隣接面のエナメル芽細胞
層は唇 (頬)舌側面のものよりも隣接する歯胚の間
接的圧迫を多く受けるために、隣接面の歯頸部エナ
メル質の表面に鱗状構造などの退化的形質が多 く出
現するものと推察される。
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歯科用ユニット給水系の汚染微生物

○戸嶋美和、吉田晶子、長島直子、夏野徹也

(新潟短大)

<目 的 >

置慧薄?菖著敦簑惚奮「著Iふ異撃課斯夏暫管

<材 料お よび方法 >

を欝変笹F女 ケ百ぢ雪79Tすリア奮琴暫ソ:
与

`集

ζ藻晶こぇ:漿菖警こた「「馬碁多ワサ

<結果および考察 >
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有病高齢者ダイランチン歯肉増殖症の

プラークコントロール

○鈴木 泉、内田美江、沢栗典子 (新潟・附院・
歯衛科)

富井信之 (新潟・歯周)

【緒言】歯周治療には、息者自身によるプラーク
コン トロールが不可欠である。 しかしこのプラー
クコントロールを患者自身で清足の行 くレベルま
で行うことは非常に困難であり、実際の臨床におい
凛菖Li3北奮F雪喜曹二21言 )省 1,ζじ。

トロールが不完全である有病高齢のダイランチン
性歯肉増殖症患者の歯周治療 を行 う経験 を得たの

告す :Fプ
ラークコン トロールの過程 を中心に報

【症例】患者は69歳男性で、高度の歯肉増殖を主
訴に当科■紹介来院した。問診より症候性てんか
んによるアレビアチ ン325回 g/dayの服用力r確認され、
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増殖症 と慢性辺縁性歯周炎の

治療 は通常の歯周初期治療 を予定 し、モチペニ
シ ョンお よびプラッシング指導 を開始 した。 まず
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疼痛 を訴えること、 また歯間プラシもそれにとも
ない使用 で きないことなどからレーザーメスによ
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上方程農難装喜:翼賓F習
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